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第34回運営推進会議

● るぴなすご利用者現況報告

● 新規ご利用者紹介

● 看取りの報告

● 活動報告

● その他質疑応答・要望等



登録利用者数
平成30年6月～平成30年8月
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平成30年7月 曜日別利用者数

0

2

4

6

8

10

12

14

16

月 火 水 木 金 土 日

通い 13 13 15 14 13 14 10

泊まり 9 9 9 9 7 9 7

訪問 2 1 1 1 2 1 0

訪問看護 3 3 1 3 1 0 0

通い

泊まり

訪問

訪問看護



～これからの予定～

7月26日

流しそうめん

8月

スイカ割り

9月8日

るぴなす祭り

9月

敬老会
10月

ぶどう狩り



お知らせ



第３４回運営推進会議
看護小規模多機能居宅介護事業所るぴなす

開催日時：平成30年7月25日(水) 18：00～
出席者：自治会長・目黒様，地域包括センター姥ケ山・小石様，民生委員・大嶋様

ご利用者ご家族・本間様・和田様・高橋様・山上様
法人代表・斎藤先生，法人総務・物江，管理者・小林

１ 斎藤先生より
・熱中症で亡くなるニュースが多いです。命に関わる暑さですので、エアコンをうまく使い
水分補給をするようにと、NHKでも報道されています。
・看護小規模多機能は、国は進める方針ですがまだ全国的に広がっていません。通い、泊まり、
訪問は全部繋がっていて、今までのデイ、ショート、ヘルパーのその時間だけのものとは
違います。24時間365日見守れます。ここで介護全てをするのではなく、自宅を中心として、
いろんなやり方で利用できます。広めて行く為に普及セミナーをやっています。看護、医療
がついて、がんの末期，看取りまで、希望があれば家で看取ることができます。
・この会議では、この地域の事もお話し、皆さんの意見をいただきたいと思います。



２、ご利用者現況報告
○登録利用者数
・6月22名、7月22名、8月21名

○曜日別利用者数
・泊まり人数が満員の日がある。体調が悪い利用者様，ご家族の介護が限界という方が多く、お受け
している。

３、新規ご利用者紹介
・T・R様 要介護5
自宅中心。透析の通院介助。入院中は経鼻栄養で寝たきりで筋力低下。透析のでき
る病院へ転院を勧められたが、自宅へ戻り訪問歯科にも入ってもらい、今は食べれるようになり歩け
るようになっている。今のところ痛みなく暮らせている。

４、看取りの報告
・H・S様 要支援１→要介護2
状態が悪化し変更申請、7/5が判定結果日であったが、一人で家にいるのが大変になった為、
暫定で7/2に利用移行した。ご本人は自宅が良く、帰りたい時は家に帰れるようにし、意思
を尊重した対応をした。



・O・S様 要支援1→要介護3
看護小規模多機能は、要支援では利用できず、変更申請をしたが、判定が出たのは亡くなっ
た後だった。がんの患者様は進行が進んでからでは判定が間に合わない。
小石様：要支援の時に担当していたが、3月はまだ自分で動けていたので、悪くなってからの

変更申請であった。本当は要支援では毎日デイ利用できない。状態とサービスが合わ
ない制度の難しさがある。

斎藤先生：西東京市はがんの末期であれば要介護2の判定が出る。新潟市ではいくら医師が
意見書を書いてもダメ、要介護2からベッドのレンタルができるが。

物江：皆さんもご存じの通り、調査して結果が出るまで時間がかかる。行政で対応をお願いしたい。

５、活動報告
○行事，日頃の様子をパワーポイントで写真を見て頂きながら報告
・マリンピア日本海・・・いくつかのグループに分かれ、少人数で出掛けました。

イルカショーや、ペンギン、海の生き物を見て楽しみました。
・るぴなす足湯・・・飾りで雰囲気を作り、温泉の素を入れて手作りの足湯をしました。暑い

時期でしたが、自然の風と扇風機の風を感じながら冷たい物を食べて
楽しみました。

・消防避難訓練・・・初めての試みで、玄関でなく段差のある縁側や窓から避難しました。
段差では転ばないようにしっかり支え、車椅子は前後を二人で支え移動
しました。自治会の方からもご協力いただき、ありがとうございました。

・お誕生会・・・６，７月のお誕生会
・季節の飾り・・・七夕の飾り，願い事。水族館の貼り絵。



◆災害対策～みんなで考えてみましょう
・大雨被害、異常な暑さ、大雨では特別警報が11件に発令、土砂崩れ、河川氾濫し死者行方不明
者多数出た。雨が降らなくなり大変な暑さの中の片付け、泥が大変。
・どんな災害もそうだが、突発的に考えられない事、普段ならできることができなくなる。基本
は自分の命は自分で守る、ここにいる人は守らないといけないが、まず自分、そして家族を助
けないといけない。
・区役所と地域で、避難所運営、避難所対策をやっていく。地域の担当者，行政，建物の管理者
の三者が集まって決めていく。来る人の対応、高齢者、小さい子、具合の悪い人、ペット、問
題は山ほどあるが、経験があって避難所対策をしている所をマニュアルに活かしていく。
・避難勧告で準備、避難指示ではすぐ逃げるとなっている。いつ避難所を開けるか。非常事態で、
スムーズに行くことがないのが実態。建物の２階への避難も場合によっては有効。明るいうち
に早目に、避難指示が出なくても避難する。水がどんどん増えて指示を待っていたのでは遅
い。
・どこに避難所したか可能な限り家族に伝える。

６、お知らせ
・るぴなす祭りを９月８日（土）に予定しています。今年も自治会と協力して行います。
午前は、子ども会より 参加して頂くよう準備しています。



７、これからの予定

８、その他
・西区の事件から、各学校で地域と子どもの安全を守るようにどこも力を入れています。
15～16時の下校時間、犬の散歩の時，玄関口で見てあげるなど、皆で協力お願いします。
見守りの旗も立てました。桜が丘小学校ではどこが危ないのか安全安心マップを作りました。
不審者は、以前は黒い帽子にマスクにサングラスでしたが、今はニコニコして安心してつい
ていくような人ですので、気を付けましょう。


